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都市計画

研究の目的

近年，主に医学の分野で都市環境とウェルビーイングに関する研究が急増しています。本研究は，建築・まちづくりの立場
から，あらゆる活動やサービスの基盤となる都市環境に，ウェルビーイング向上をもたらす要素を実装することを目指し
ます。本報は，実際の街を市民と共に歩きながら，ウェルビーイングを構成する幸福と健康の双方を同時に高めることの
できる街の要素を探索し，都市・建築分野でのウェルビーイング向上に関する知見の蓄積を目的としています。

技術の特長

2021年より6地域17回にわたり，市民，自治体関係者，民間企業職員，研究者や学生等と共に，街の要素を探索する調査活
動を行いました。調査活動では，実際の街を歩きながらウェルビーイングに関連すると感じた街の要素について，参加者が，
スマートフォンのWEBアプリを用いて，写真や幸福・健康といった主観を投稿しました。投稿データは地図上で可視化され，
参加者同士で共有可能になります。また，投稿データを基に，ヒートマップによる空間分布の分析，個人の投稿履歴の時系列
分析，地域をまたいだ横断的な統計解析等，街の要素と個人の主観に関する様々な分析が可能となります。

主な結論と今後の展開

主観アンケートが位置情報や属性情報と共に収集されることで，多くの人が共通して幸福を感じる場所が可視化される
等の，街の新たな空間情報としての価値を持つようになりました。また，WEBアプリで各自が自由に投稿できることで，少
数意見を含む多様な意見を考慮して街を俯瞰できるようになりました。これらを通して，花壇やベンチ等のウェルビーイ
ング向上に寄与する要素や，植栽管理等のウェルビーイング向上に効果のある改善点等を見出すことができました。今後
は，地域性や市民の属性・多様性に配慮したウェルビーイングな建築・まちづくりに向けた設計手法の構築を目指します。
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